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IIJ、オンプレミスとクラウド間のデータ連携を容易にする 
「IIJクラウドデータプラットフォームサービス」において、 
データ連携開発の内製化を支援するメニューを提供開始
-- 開発外注時のリードタイムや調整の手間、コストなどの課題を解決 – 

当社は、オンプレミスとクラウドをつないでデータ連携を実現する「IIJ クラウドデータプラットフォームサー

ビス」（※1）において、データ連携開発に必要な作業の内製化を支援するメニュー「データエンジニアリ

ング」を、本日より提供開始いたします。

IIJ クラウドデータプラットフォームサービスは簡単・セキュア・低コストにデータ連携を実装できるサービス

ですが、今回リリースするメニューを活用することで、より確実にデータ連携の内製化を推進していただけ

ます。お客様はデータ連携に求められる環境構築やデータ連携処理フローの作成といった開発作業を、

外部ベンダ等に任せることなく自社で行えるようになるため、スピーディかつ低コストにデータ利活用を始

めることができます。データ連携開発に必要なスキルの定着までをサポートするため、システム構築やデ

ータ連携に知見がないお客様でも安心してデータ利活用の基盤づくりが可能になります。
（※1）2022 年 12 月 12 日付報道発表資料「IIJ、オンプレとマルチクラウドのデータ連携を容易にする『IIJ クラウドデータプラッ

トフォームサービス』を提供開始」： https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/1212.html 

背景

近年、企業 IT システムのクラウドシフトが進み、オンプレミスと複数のクラウドサービスを併用するマルチク

ラウド環境が一般的になってきており、データ駆動社会を見据えた企業の競争力向上のためには、各所

に分散するデータを自在に連携し、活用することが求められています。しかし、マルチクラウド環境におい

ては、システム間のデータ連携が複雑化し、データ連携のインターフェースの開発にコストや時間がかか

ることや、オンプレミスに蓄積された機密性の高いデータを、クラウド上でセキュアに扱えるようにすること

が課題となっています。そこで当社は2022年12月に、オンプレミスとクラウドなど複数のシステム間のデ

ータの流れを集約し、90 種類以上のサービスに対応した連携アダプタやノーコードでのデータ連携処理

フロー開発機能によって容易にデータ連携を実現する「IIJ クラウドデータプラットフォームサービス」をリリ

ースしました。

一方で、当社が直近に実施した 50 社のお客様への調査によると、約 6 割の企業がデータ連携部分の開

発を SIer などのベンダに外注しており、リードタイムや調整の手間、コストなどが大きな課題となっている

こと、またデータ連携開発を自社対応することでデータ利活用の応用範囲を広げたいといった内製化へ

の強いニーズがあることがわかりました。そのため、当社では、IIJ クラウドデータプラットフォームサービス

を活用するお客様のデータ連携の内製開発力を高める学習プログラムを提供し、外部ベンダに頼らない

データ連携環境の構築を支援する「データエンジニアリング」を提供することといたしました。

データエンジニアリングの特徴

・お客様ごとにトレーニングメニューを用意

「ヒアリング」「学習」「スキル定着」「アフターフォロー」のフェーズ別に支援プログラムを用意し、お客様

の開発体制を確認したうえで、環境や技術レベルにあわせたトレーニングメニュー、およびハンズオン

環境を用意します。お客様は自社環境に即したプログラムでフロー開発を学習いただけます。

・専任エンジニアによるトレーニング

本サービスに精通した専任エンジニアがトレーニングを実施します。本トレーニングでは、例えば「販売

データベースやエクセルファイルなどのデータソースから会計システムや分析 SaaS にデータ連携でき



るようにしたい」といった、お客様個別の目的に合わせてカリキュラムや演習課題を作成し、結果に対し

ての適切なフィードバックを行います。さらにお客様環境でのデータフロー開発も一定期間サポートす

ることで、スキルの定着を図ります。 
 
提供メニュー 
 

 
 
 
参考価格 
500,000 円～ 
※ 別途、IIJ クラウドデータプラットフォームサービスのご契約、利用料金が必要です。 
※ 支援期間、支援内容に応じて個別見積りいたします。 

 
 
 IIJ クラウドデータプラットフォームサービスの詳細は以下 Web サイトをご覧ください。 
   https://www.iij.ad.jp/biz/cdp/ 
 
 
IIJ は今後とも、お客様が安全かつ手軽にデータ利活用を促進できるよう、サービス開発を積極的に進め

てまいります。 
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